

[bookmark: _GoBack]家庭教育支援チーム登録申込み様式
	チーム名　
（呼称）
	　○○○　市（町、村、地区）家庭教育支援チーム
（呼称：※HPや家庭教育支援チームリーフレットに掲載する際には、○○○市（町村）家庭教育支援チーム「　（呼称）　」　と記載します。　　　　　　）
URL：　※ホームページやFacebook等、開設している場合は記入

	活動開始年度　
	　　　　　　　　　　　　　　年度

	活動拠点　
	○○市立　○○　学校　　（○○公民館・○○センター）

	活動範囲　
	○○学校区、　○○市内全域　等

	活動財源　
※該当するものに☑をしてください。
	□文部科学省補助事業（地域における家庭教育支援総合推進事業）
□文部科学省委託事業（先駆的家庭教育支援推進事業）
□厚生労働省事業（事業名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
□地方単独事業として実施
□特段の予算措置はないが、自主的に活動を実施
□その他の支援により活動を実施　※下記に詳細を記載してください。
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	組織体制　
	　　　　　　　　　　　人
（例）子育てサポーター　○人、元教員　○人、民生委員　○人、
臨床心理士　○人※必要に応じて項目を追加してください。


	具体的な活動内容
※該当するものに☑をしてください。
（複数チェック可能）
※活動内容については、例を参考に記載願います。
	□講座型　　□拠点型　　□訪問型　 □総合型　 □その他（　　　　　　　）
※講座型・・・活動内容が講演・講座中心の場合
拠点型・・・親子で一緒に楽しめる活動等の交流機会の提供が中心の場合
訪問型・・・家庭訪問、相談対応等が中心の場合
総合型・・・講座型、拠点型、訪問型を総合的に行っている場合

	
	【活動内容】（例）
・○○サロンの開設
　活動拠点である学校内で、保護者や子供達が想いをつぶやくサロンを設ける。つぶやきの中から活動のヒントを得る。地域の人材から学校活動とつながる情報が提供されることもある。
・○○親子教室の開催
　親子で一緒に作業する料理教室やものづくり教室を年に数回開催。一緒に楽しむことで会話も広がり、子供は大人に感心し、大人は子供の成長に感動したり等、いつもと違った一面が見られる。
・○○学習会の開催
保護者の方を対象に、子供との関わり方等についての託児付学習会を年に数回開催。
・広報紙の作成・配布
　日常のほっとする一コマの様子を添えて、親子教室や学習会、関係機関からの情報等を知らせる。活動拠点の学校を中心に市内の保護者に配布。
・ミーティング
　週１回、活動拠点の学校の家庭教育支援員等が集まり、情報共有や、より良い対応方針について相談する。

	活動の成果　



	・アンケートを通し、講座開催前と比較したところ、○○に対する理解が深まったや○○　への悩みや不安が解消されたなどの意見があった。
・様々な年齢の方とのふれあいを通し、○○に関する情報などを得て、子育てに前向きな気持ちになれたという意見や、気軽に相談できる環境が整備されたことにより新たなネットワークが生まれ、○○を新たに行うなどの成果があった。

	活動において苦労した点や課題



	・活動場所が確保できず、その都度会場を予約し活動を続けてきたが、現在は○○に拠
点を設け、定期的に打ち合わせを行いながら活動を進めている。
・地域にある○○団体や○○センターとの連携が当初は、○○などの理由に難しい面があったが、○○などの機会を通し、現在は○○講座を行ったり、○○の活動において○○の協力を得ている。

	今後の活動目標
	・現在は就学前の子供を持つ母親を対象に講座等を開催しているが、今後は学校等とも
連携しながら就学後の保護者の抱える悩みや不安に対応した講座等の開催を企画している。
・現在、講座等の開催を中心に活動を行っているが、家庭訪問などを含めた相談機会の　提供にも取り組んでいきたい。

	問合せ先　
【公表可能な連絡先】
	（部署・氏名等）※HPを見た一般の方からのお問合せ窓口を記載してください。
（TEL）　　　　　　　　　　　　（E-mail）

	チーム連絡先
【非公表】
	（代表者氏名）
（住所）　※こちらの住所へ、文科省からのお知らせ等を送付しますので、受け取り可能な住所を記載してください。なお、送付先として他の住所を希望される場合は、「備考欄」にその旨と希望する送付先住所を記載してください。
（TEL）　　　　　　　　　　　　（E-mail）

	行政担当窓口
【非公表】
	（担当者氏名・所属）
（住所）

（TEL）　　　　　　　　　　　（E-mail）

	備考欄
【非公表】
	



※本様式を文部科学省HPへ掲載します。写真やイラストなども適宜使用し、伝わりやすい内容にしてください。


